
新冠町の今後の酪農をけん引する酪農生産法人の支援
～大型法人経営体系の確立～

◆対 象：酪農生産法人1法人 （課題番号 ３）

◆活動年次：平成２８～令和３年度

1 課題の背景

Ｈ29年に営農を開始した法人
には、地域酪農の維持の観点
からも期待が高まっている。

２ 活動の経過

巡回指導を中心に、関係機関と協力して各課題の改善を推進。

３ 活動の成果

※乳量はH29年対比

４ 今後の課題

〇現状の施設･労働力･飼料畑面積で効率よく最大限の生産性を得られる経営戦略の見直し

〇個体乳量増加に向けた飼養管理・牛群構成の見直し

〇関係機関と月１回定期巡回 〇乾乳牛と産褥牛のBCSを定期的にチェック

（計画の進捗状況確認・共有)

〇限られた施設と人員の活用方法や施設改善に関する助言

〇大型法人の運営について他地域の事例を紹介

飼槽改造して採食量ＵＰ

産褥牛のルーメンの張り
が足りないですね

預託料が増え
ちゃって、何
か考えないと。

頭数は揃ったからあ

とは個体乳量だね

378

238

115
0

100

200

300

400

50

100

150

200

250

H29 H30 R1 R2 R3

経
産
牛
頭
数

乳
量
（
％
）

経産牛頭数（頭） 出荷乳量 経産牛一頭当乳量

H29 酪農生産法人

営農開始

地域の課題

・農家戸数の減少

・乳生産量の減少

・遊休農地の増加

新冠町

酪農家戸数

H27：42戸→R3：33戸

・地域乳生産量の維持

・乳牛飼養頭数の維持

・遊休農地の減少

巡回等支援

地域酪農への貢献

規模拡大 畜産クラスター協議会

出荷乳量、個

体乳量は順調

に増加！

H29｡４月

出荷開始


